































































































































鳥取大学大学教育総合センタ一紀要第 4号（2007) 117 
ルメ《秋の悲歎》の冒頭句（「マリアが私を後に残してべつの星に行ってから・・・」）をおき、「マ
リアが立去ったとき一一マラルメ」と記したのち、それを線を引いて消し、そのかわりに《Depuis











































































































































































































































覆刻版、日本近代文学館、 1974年）、『富永太郎詩集』（私家版、 1927年、覆刻版、日本近代文学館、 1983
年）、 r富永太郎詩集』（筑摩書房、 1941年）、 r富永太郎詩集』（創元選書、 1949年）、『定本富永太郎詩集』（中








4 Stephane Mallarme, CEuvres completes λGallimard, 1998, pp.419-420. 








8 石川啄木『啄木詩集』、岩波文庫、 1991年、 150頁－151頁。
9 岡山花袋『東京の三十年』、岩波文庫、 1981年、 309頁。
10 r定本上田敏全集』第七巻、上田敏全集刊行会、 1980年、 444頁。
11 国立国会図書館・国際こども図書館所蔵資料による。
12 『大正の詩人画家富永太郎』展図録、 1988年、渋谷区立松溝美術館、収録の「21画帖二風景」。




15 若月保治『児童理科叢書（第一篇）飛行機の話』、朝報社、 1912年、 18頁－19頁。
16 田山花袋、前掲書、 308頁。
17 上田敏、前掲書、 443頁。
18 その場に居合わせなかった小林秀雄も中原中也もそれを伝え聞き、小林は「詩人」になることを選ばず、
「批評家」として生きのび、一家をなす。中原は富永に学んだことをまさに換骨奪胎したうえで別様の「詩
人」となり、かれもまた天折する。中也が母に宛て「詩人の死顔です」と書き添えて富永太郎臨終の写真を
送り、あるいは、幼い弟たちに見せて「これは偉い人だったんだよ」と述懐していたという逸話は、太郎死
後、中也が「山繭」に寄せた追悼文をはじめ富永太郎について書き残した文章とはかなり異なる中也の言葉
を伝えている。
(2007年 10月 15日受理）
